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ボランティア・社会参加に関する研究
社会福祉子ども学科 社会福祉学専攻

地域福祉、高齢者福祉、社会参加
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研 究 紹 介

社会参加は人間にとって非常に重要であることが明らかになってきており、心身の状
態にも大きな影響を及ぼしています。さまざまな人々が他者と安心して交流できる居場所
づくりに国や地方自治体も取り組み始めています。

私は人と社会との関係性に関心を持ち、さまざまな角度からボランティア・社会参加活
動の効果や課題の明確化に取り組んでおります。

今までに担当した主要な講座をご紹介いたします。
【地域福祉・ボランティア分野】
・地域福祉実践能力養成研修（複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な相談支

援を行うための基本的な支援方法と事例検討を通じた実践的学習）
・福祉推進員研修（ボランティアの定義や意義と地域課題を考えるグループワーク）
・脳卒中リハビリテーション看護認定看護師教育課程:地域福祉（地域で暮らす脳卒患者

の活用できる制度や社会資源）
・ボランティア入門講座（ボランティア活動に入る際に必要な知識とボランティアの守秘義

務を考えるグループワーク）
【高齢者福祉・介護保険分野】
・ケアマネジャー研修（障害者福祉制度と介護保険制度を併用したケアプランの作成）
・主任介護支援専門員研修（8050問題の具体的な事例とそれに実際に対応するための手

法・ネットワークづくり）
【ソーシャルワーク分野】
・社会福祉士実習指導者講習会（実習マネジメント・スーパービジョンの手法と演習）

・対話・交流を行うボランティアの有効性や課題
・在日外国人支援を行うボランティアの課題の明確化
・埼玉県における公立中学校2年生の自己肯定感に関連する要因の検討－学校生活・経済

状況・家族関係の視点から－
・労働者が職場において疎外感や差別を感じる要因に関する実態調査－教育機関における

労働環境改善の視点から－
いずれもボランティア、学校、職場などの社会参加の場における実態把握や人々が社会と
繋がることの有効性と課題を研究しております。

今までに自治体における地域包括支援センター運営協議会、高齢者福祉計画・介護保険
事業計画策定委員会各委員や社会福祉協議会理事などを担当させていただく機会がありま
した。自治体や社会福祉協議会との研究や協働に関心を持っておりますので、お役に立て
ることがありましたらお声がけいただけますと幸いです。支援現場の課題を解決すること
にも関心があります。共同研究など、お気軽にご相談いただけますと嬉しいです。


